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特許紹介
知的財産グループ

中部電力の登録となった特許を紹介いたします。

発明の名称 電解穿孔方法とその装置

登 録 番 号 特許第4160691号

本発明は火力発電所等の既設制御盤に、後から操作ス

イッチや計器類を取り付ける場合の穿孔処理（以下、パ

ネルカットという。）の方法および装置に関するもので

す。

発明の背景・概要

火力発電所等において、設備の増設や改良に伴って、

既設の制御盤等の空きスペースに、操作スイッチや計器

類を後発的に取り付ける場合があります。そのために

は、既設の制御盤にドリルや金鋸等により、手作業でパ

ネルカットを行うことになります。

しかし、パネルカットの際に発生する振動により、計

器類が誤作動する虞れがあるため、保安上、制御盤に連

繋する隣接ユニットの稼働を停止して作業することにし

ています。しかし、パネルカットに伴って隣接ユニット

の稼働を作業終了まで操業停止することは、プラント稼

働率の低下を招き、保安停止に伴うコスト損失が大きく

なります。
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以下に掲載いたしました特許に関するお問い合わせ等は、知的財産グループにお願いします。

2 特許の紹介について
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A：空きスペース
D：電解槽
G：電源装置
P：制御板
S：電解穿孔装置
T：電解液タンク
Y：排液タンク
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中電ブランドの

ホットなニュースをまとめて、

皆さまへお届けいたします。

「技術開発ニュース」編集委員メンバー（平成21年1月現在）編集
部便
り

また、近年では、エアプラズマ装置を使用したパネル

カット装置が開発されていますが、極めて高価であるた

め、2～3連程度のスイッチやランプを取り付けるよう
な小規模工事では、採算性に見合いません。

本発明は、隣接ユニットを保安停止することなく、既

設制御盤の空きスペースに無振動で簡便かつ確実にパネ

ルカット加工を行う方法および装置です。

実施例

第1図に示すように、電解穿孔装置Sのユニットを、火
力発電所や各種プラント等の既設の金属製制御盤Pに装

【符号の説明】

第1図 制御板に装着した電解穿孔装置の概要図

着します。電解穿孔装置Sは、電気絶縁性のある合成樹
脂製電解槽D、電源装置G、電解液タンクT、および廃液
タンクY等により構成されます。
電解槽Dは制御盤Pに貼付され、制御盤Pの表面にパネ
ルカットしたい形状に合わせて電解液が漏出するように

成形されたスリットを備えています。また、電解槽D内
には陰極電極が取り付けられ、制御盤P裏面のパネルカ
ットしたい場所近辺には、陽極端子が取り付けられてい

ます。

パネルカットする時には、パネルカット部以外に電解

液が漏れ出ないように完全密着貼付後、電解槽内に電解

液を注入して陰極－陽極間に通電しながら、電解液は常

に新鮮な電解液となるよう注入－排液を行います。これ

によりスリットから露呈した制御盤Pの表面部分が緩や
かに電解処理され、最終的に金属が溶けてなくなってし

まうことからパネルカットが行えます。

発明の効果

本発明では、主に以下の効果が期待できます。

●付帯する機器類を保安停止することなく、制御盤への

無振動による効率の良いパネルカットが行えます。

●高価で大がかりな加工設備を必要としないため、小規

模工事の場合には加工コストを格段に低く抑えること

ができます。




